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４／１１ ２０１５年度（平成２７年度）入園・入学・始業式が挙行されました。 

幼稚部さくら：６４名 
小学部 1 年 ：９４名 
中学部 1 年 ：３７名 

 が入園･入学しました。
 

丸山首席領事をはじめたくさんの来賓の方々
からお祝いしていただきました。 

【校長式辞より（抜粋）】 

「おはようございます」と言えますか？学校に来て、今日一日、一生懸命頑張ろうという気持ちを込
めて、笑顔で言ってください。この言葉には、たくさんの友達を作れる力があります。また皆さんの

笑顔には、周りの人たちに元気を与えてくれる力があります。たくさんの人と笑顔であいさつをしま

しょう。そうすると、ともだちが沢山できます。ともだちといっしょに仲良く、幼稚部での生活を送

ってください。 

「さようなら」という言葉を考えてみましょう。「さよなら」という言葉を使う時、今日一日を振り

返り、自分自身の頑張りを確認しましょう。今日のお勉強が上手くいった人は、自分自身を褒めてく

ださい。もし今日のお勉強が上手くいかなかった時は、次に頑張れば良いのです。学校は分からない

ことが、分かるようになる楽しいところです。だから、苦手なことや今わからないことにも勇気を持
って取り組んでください。そして、それを本当に分かるためには、一日の学習の振り返りが、大切で

す。それを基に、宿題やお家でもお勉強することが大事です。日本の言葉を覚え、日本のことを知る

ために、一日の振り返りを大切に、しっかり勉強しましょう。 

「ありがとうございます」という言葉を考えてください。今，皆さんがここで学習することができる

のは、常に皆さんを支えてくれる周りの人たちのお陰です。決して自分だけの力でできることでは、

ありません。皆さんはハワイと日本を繋ぐ貴重な架け橋です。これからの世界を動かしていくことの

できる宝です。そんな大事な宝だからこそ、皆さんにかかる期待は、時に重荷に感じることもあるか

もしれません。時には、目標を見失うこともあるかもしれません。でも大丈夫です。「親」という字

は、木の上に立って見ると書きます。子どもには見えない先のことを木の上に立って見ることができ

るのが親です。その親が、常に皆さんを支えています。そのことに感謝しながら、これまで小学校で

習得してきたものを土台とし、さらなる成長を続けてほしいと思います。 

「何事も成功するまでは、不可能に思えるものである」これは、ネル

ソン・マンデラ氏の言葉です。自分の夢や目標をしっかりと持ち、そ

の実現のために努力できる人になってください。そして、それを支え

てくれる周りの人たちの思いを理解し感謝してください。皆さんの夢

や目標は、周りの人たちの夢や希望でもあります。素晴らしい将来に

向けて、中学部で活躍してくれることを期待しています。 

 

 

４／１８幼稚部 ４／２５小低・中学部  ５／２小高・小中部 の学級懇談会 
  当日はB日程 ７校時（１４：００～１４：４０）に懇談会を予定しています。 
 時間等の変更のある学級または学年は別に連絡を差し上げます。なお、懇談会の日はオープンデ

ーです。   


